
国際司法裁判所のAOを支持する国連総会決議
The UNGA resolution to endorse the ICJAO

World’s Youth for Climate Justice

バヌアツは2026年2月6日にゼロドラフトを提出。
決議案の最終版は2026年5月1日に公表された。
5月20日の国連総会に提出予定。

このイニシアチブは以下の4つの基本原則を強化するものである。
• 裁判所の判断を支持する
• 気候変動に関する義務を強化する
• 意見を実践に移す
• 実施と説明責任を促進する

私たちはすべての国に対して、国連総会においてこの決議を共同
提案し、賛成票を投じることで、国際法の支配を支持するよう求め
ます。



国連、気候変動に関する国際司法裁判所の意見に対するフォローアップを開始
UN initiates follow-up to ICJ opinion climate change

SDG Knowledge Hub  2026年5月27日

5月20日に国連総会でICJの勧告的意見
に対するフォローアップ決議が141対8で
採択された。
• この決議は、すべての国に対し、重大
な被害を防止し、誠意をもって互いに
協力し、人権を保護することによって気
候システムやその他の環境を人為的
な温室効果ガス排出から保護するた
めに、国際法を遵守するよう求めてい
る。

• 国連総会は、事務総長に対し、2027

年に遵守を促進する方法に関する報
告書を作成するよう要請し、勧告的意
見のフォローアップを2028年の第83回
国連総会の暫定議題に含めることを
決定した。





国連総会、歴史的な国際司法裁判所の気候危機判決を支持
General assembly backs historic world court climate crisis ruling

UN News  2026年5月20日

賛成 141票
（日本を含む）
反対 8票
棄権 28票

国連事務総長は「地球にとっての勝利」と簡潔に表現し、この決議は加盟国が「深刻化する気候危機」から自
国民を守る責任を明確にするものだと述べた。採択された決議は、気候危機への対処は国際法上の法的義
務であり、単なる政治的選択ではないという強いメッセージを送るものだ。



画期的な気候変動に関する判決を支持する国連決議が可決
UN resolution backing landmark climate change ruling passes

RNZ, ケイト・ニュートン 2026年5月21日

賛成141ヶ国、反対8ヶ国、棄権28ヶ国で可決された。
ニュージーランドも賛成した。


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5

